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ライフメタルプロジェクト：重金属と微生物代謝活動の相関関係をもつか？

Life-Metal project: investigating the correlation between microbial usage and environ-
mental content of heavy metals.
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生物の代謝反応はタンパク質である酵素が触媒することによって行われている。この酵素の中には Feや Ni、Cu、Zn
などの重金属が含まれているものがあり、metalloproteinと呼ばれている。我々はこの metalloproteinがエネルギー代謝
経路において非常に重要な役割を担っていること、さらに、エネルギー代謝経路の種類によってこの経路を構成する
metalloproteinに含まれる重金属が異なることから、この生体内における重金属の種類・存在量によってエネルギー代謝
方法が規定されると仮定した。さらに環境中の重金属種類・存在量とも相関関係をもち、その環境中に存在しうる生物
の代謝活動を規定しうるとも考えている。
本プロジェクトは ICP-MSや LA-ICP-MS等を使用し、微生物中のタンパク質に含まれる重金属の種類・存在量の分析

を行うと同時に存在量が多い重金属に関してはその重金属を含むタンパク質の同定を行い代謝活動に密接に関わるかど
うかを明らかにする。さらには環境中の重金属存在量を同様にして分析し、環境中の重金属存在量と微生物代謝活動に
相関関係があるのかどうかを調べる。この相関関係が成り立つのであれば、初期地球環境から先プレカンブリア期以前
の微生物代謝活動を推定する一つのツールとなるのではと期待している。


